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１． 委員会概要 

本委員会は，1994年度に土木学会に常設されて以来，

地下空間の建設・利用に関する「地下空間学」の創造を

めざす研究活動を行ってきた．その活動領域は土木工学

のみならず，建築，法律，医学，心理学，福祉，情報学

などの分野にまで及んでいる．本委員会には「計画」

「防災」「心理」「維持管理」の4つの小委員会と，例

年1月に開催している地下空間シンポジウムの企画運営

を行う「地下空間シンポジウム実行委員会」，地下空間

シンポジウムに投稿された論文の審査を行う「地下空間

シンポジウム表彰委員会」，ならびにこれら全体を調整

する「幹事会」を設置している．各小委員会では個別に

設定したテーマとともに，委員会全体で議論すべき横断

テーマに基づいた研究活動を精力的に行っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会活動の中心は各小委員会の調査研究活動であり，

3年間を一括りとして鋭意活動を行っているが，今年度

は第9期活動の最初の年であり，各小委員会ともこれま

での成果を新たに発展させ，鋭意調査研究活動を実施し

ている． 

また，得られた成果や課題について，地下空間シンポ

ジウムや土木学会年次講演会の研究討論会，共通セッシ

ョンなどを通じて，広く委員会内外と意見交換や討論を

行うとともに，調査研究で得られた成果を，マスメディ

アへの協力，市民セミナー，大学と合同の研究集会を通

じて広く一般市民に公開している．さらに，一般向け，

子供向けなどの種々の地下空間見学会を開催し，幅広い

方々に地下空間の理解を深めていただくよう，活発な広

報活動を行っている． 
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図-1 委員会活動領域のイメージ 図-2 委員会全体組織 



 

  

２． 小委員会研究活動の概要 
小委員会では親委員会で議論・設定されたテーマに基

づき，委員会内外の専門家による話題提供，文献調査，

現地調査，討議などの活動を行っている．その活動の成

果は毎年小委員会ごとに整理され，アーカイブされると

ともに，新たに得られた研究成果について，毎年1月に

実施している地下空間シンポジウムで発表するほか，活

動で得られた成果を広く社会に発信する事を目的とした

市民セミナーを全国各地で数多く開催し，知見の有効活

用を図ると共に，広く社会に開かれた委員会を目指して

いる． 

 今年度は第9期の最初の年であり，小委員会毎に策定

した活動方針に従い，諸課題の検討を進めている． 

 各小委員会の活動内容については，本シンポジウム論

文・報告集の「小委員会活動報告」を参照頂くこととし，

ここでは各小委員会の活動概要のみを報告する． 

  

(1) 計画小委員会 

今後のまちづくりにおける地下空間の果たす役割につ

いて，事例調査を行うことにより地下空間ネットワーク

形成，リノベーションや防災・減災といった観点と，地

下空間の有効利用や地下空間のあり方の観点から，より

良い都市の地下空間整備を行うための方策を検討するこ

とを目的としている．研究テーマは以下の通りである． 

① 都市活性化要因・避難場所としての価値創造とそ

の課題および対応 

② 地下空間の位置づけと法制度体系の再確認 

③ 地下利用ガイドプランの再考 

④ 今後新たに構築及び再構築する地下空間整備のあ

り方 

⑤ 社会経済状況変化に伴う地下空間の閉じ方 

以上の課題解決に向け，セミナーと見学会の実施，地

下空間利用ニーズに応じた計画技術の蓄積，地下空間に

関する解説書の出版を目指している． 

大沢委員長，松谷副委員長以下全19名の委員により調

査研究活動を行っている． 

 

(2) 防災小委員会 

防災小委員会では，街づくりにおける地下空間の役割

を重視し，地上・地下を含めた都市のあり方を見据えな

がら，地下空間における防災について総合的かつ実践的

な研究を推進することを目的として活動を行っている．

研究テーマは「災害に強い街づくりにおける地下空間の

防災のあり方」を据え，サブテーマとして， 

① 地下空間の実態調査 

② 地下火災 

③ 地下浸水 

④ 地下空間防災教育，啓発 

の4項目を設定している．また，各サブテーマを包括す

る観点からとりまとめを行い，地下空間における災害か

らの避難，被害軽減に資する指標，情報の提供を進め，

地下空間の防災対策，安全性の向上を目指している． 

馬場委員長，尾崎副委員長以下全28名の委員により調

査研究活動を行っている．  

 

(3) 心理小委員会 

心理小委員会は「公共的地下空間の知覚環境に関する

研究」をテーマとし，心理学の観点から，地下空間にお

ける人間の行動について研究している．また，公共的地

下空間の多様な利用者の知覚環境，災害時行動などに重

点を置いた検討を進め，その成果を実際の地下施設への

適用に資することを目的としている．以下のサブテーマ

に基づき活動を行っている．  

① 地下空間における非常時の行動 

② 地下空間の案内サイン 

③ わかりやすい地下空間と人間 

④ 地下空間の安全性評価 

誰にもわかりやすい地下空間を目指し，身体的な特性

とシーンを踏まえたデザインのあり方を提案し，気づき

に関する基礎研究を実空間へ発展させる．活動は小委員

会での話題提供や意見交換，「人に優しい地下空間セミ

ナー」開催を中心に展開している． 

岩崎委員長，三田副委員長以下全29名の委員により調

査研究活動を行っている． 

 

(4) 維持管理小委員会 

国際標準・アセットマネジメントシステムにおける実

践マネジメントシステムの構築の必要性を理解した上で，

国内外の地下構造物を対象に，実践的なマネジメントを

行う上で必要な「維持管理における点検（検査）手法，

それらの評価手法の実態」および「管理者責任」につい

て主に調査・分析することを目的とし，以下のテーマに

ついて，検討している． 

① 国内外の地下構造物における維持管理の実態 

② 地下構造物の維持管理における法的な管理者責任 

各研究テーマについて，「各施設に着目した検討」お

よび「法的視点の検討」を行う目的で，4つのWG（道

路トンネルWG，鉄道トンネルWG，インフラ施設WG，

法的視点WG）を設置している．また，専門家による話

題提供を受けて視野を広めると共に，得られた研究成果

や知見などを広く社会に発信するための「維持管理セミ

ナー」を積極的に開催している．さらに，WGの研究成

果を毎年土木学会が公表している「インフラ健康診断」

に反映させる． 

木村委員長，森山副委員長以下全44名の委員により調

査研究活動を行っている． 



 

  

３． 地下空間シンポジウム 
1995年に当委員会が土木学会に常設され，その活動成

果報告の場として1995年12月6日に第1回地下空間シンポ

ジウムを開催して以来，今回のシンポジウムで26回を重

ねている．毎回その時期に最も合致したテーマを選定し，

論文発表の他，講演，パネルディスカッション，パネル

展示などを実施し，参加者は約200名～300名余を得てい

る．これまでの実施概要は表-1の通りである．また同時

に現場見学会も開催しており，両者を有機的に結びつけ

ることにより，テーマ探求の深度化を図っている． 

 

４．研究成果報告会の開催 

 2020年7月9日に研究活動報告会をオンラインで開催し

た．本会議は，当委員会活動を広く知っていただくため

に公開とし，ZOOMによる議論参加型として，84名の方

に参加いただいた．報告会では，計画，防災，心理，維

持管理の各小委員会と，幹事会および地下空間シンポジ

ウム実行委員会からの第8期の活動報告と第9期への課

題・申し送り事項を議論した．今年度は，第9期の3年間

の初年となり，各委員は気持ちを新たに調査・研究活動

を行っている． 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 研究成果報告会のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-1 地下空間シンポジウム一覧表 

回数 開催日 テーマ 講演者及び演題 実施企画

第1回 1995年12月6日 ＜特別講演＞平井 堯 パネル展示

    安全な都市地下空間の構築

第2回 1997年1月17日 なし ＜特別講演＞伊藤 滋

    地下空間活用の国際的視点－IFHP仙
台・宮城会議に基いて－

第3回 1998年1月14日 なし ＜特別講演＞武澤秀一

  大地の胎内空間が意味するもの－インドの
石窟と階段状井戸－

＜特別講演＞真鍋友一

 大深度地下利用に関する検討について

第4回 1999年1月13日 基調講演（1）今田 徹

    大深度地下利用制度の意義と課題

基調講演（2）本東信・佐藤寿延・桑原良隆

臨時大深度地下利用調査会答申について

第5回 2000年1月14日
＜特別講演１＞西垣 誠
      地下空間利用と地下環境保全

＜特別講演２＞三浦 克
     道路における地下空間利用の課題

＜特別講演３＞面出 薫
     地下景観のための光のデザイン

第6回 2001年1月14日
21世紀の都市の創造と再生
に向けて

パネルディ
スカッション

第7回 2002年1月12日
都市再生と地下利用 パネルディ

スカッション

第8回 2003年1月18日
ストック＆メンテナンス時代の
地下空間利用

パネルディ
スカッション

第9回 2004年1月16日 ＜特別報告＞中山学、趙倞徳

韓国大邱市地下鉄火災事故調査中間報告

第10回 2005年1月14日 ＜特別報告＞（前法務大臣）野沢太三

　  大深度地下利用の潮流　－議員立法提
案者の願いと展望－

＜特別講演＞（国交省）上野　宏

大深度地下利用制度の現状と今後の展望

第11回 2006年1月11日 ＜基調講演＞（国交省）松平　隆平

    本格化しつつある大深度地下利用
－制度の必要性と神戸市大容量送水管事
業－

第12回 2007年1月17日 歴史に学ぶ地下空間利用 （講演）（国交省技術審議官）竹内　直文

    現代の国の施策

第13回 2008年1月16日 （講演）（国交省技術審議官）竹内　直文

    都市行政の視点からの地下空間の利用

第14回 2009年1月23日
＜基調講演＞（国交省技術審議官）松谷
春敏

     低炭素型都市づくりの推進に向けて

＜特別講演①＞（東洋大学）　　藤田　壮

    進行する地球温暖化と低炭素社会への
転換シナリオ

＜特別講演②＞（都市計画学会）小澤一郎

    低炭素都市の実現に向けて

第15回 2010年1月19日
＜基調講演＞（国交省技術審議官）松谷
春敏

低炭素社会実現に向けた都市行政の取組
み

第16
回

2011年1月18日
＜基調講演＞（国交省前事務次官）谷口
博昭

    成長戦略　－海外展開とＰＰＰ－

第17回 2012年1月20日
＜基調講演＞（国交省技術審議官）松井
直人

    災害時における地下空間の役割

第18回 2013年1月16日 ＜基調講演＞（内閣府参事官）藤山秀章

    首都圏大規模水害対策大綱を中心に

第19回 2014年1月22日
＜基調講演＞（国交省技術審議官）望月
明彦

    都市のレジリエンス確保に向けて

第20回 2015年1月23日 ＜基調講演＞（国交省技監）徳山 日出男

　　　「日本の国土と地下空間利用」

＜特別講演①＞（関西大学）大西 有三

　「地下空間の"きのう" "きょう" "あす"」

＜特別講演②＞（土木写真家）西山　芳一
　　　  「地下を撮る」

第21回 2016年1月22日
＜基調講演＞（国交省技術審議官）清水喜
代志

    新たなステージに対応した防災・減災と
地下空間のあり方

第22回 2017年1月20日 ＜学術講演＞（金沢工大）木村定雄

　　　「土木学会インフラ健康診断

（道路トンネル）の概要と維持管理の課題」

＜基調講演＞（国交省技術審議官）廣瀬
隆正

　　  　「地下空間活用の新展開」

第23回 2018年1月24日

第24回 2019年1月25日

第25回 2020年1月24日

第26回 2021年1月20日

パネルディ
スカッション

調和的国土空間の創造を目
指して

パネルディ
スカッション

都市問題解決のために地下
空間が果たしてきた役割

次世代に向けた持続性の高
い社会形成
   ～変化する環境に対応し
た地下空間のあり方～

＜特別講演＞（日本大学特任教授）　岸井
隆幸

　　　　　　「危機と都市と地下空間」

パネルディ
スカッション
ポスターセッ
ション

パネルディ
スカッション

次世代に向けた持続性の高
い地下空間の創造
   ～みんなで考えるインフラ
のあり方～

パネルディ
スカッション
ポスターセッ
ション

低炭素社会と地下空間利用

低炭素社会と地下空間利用
    －そのさらなる可能性－

安全・安心な社会の形成に向
けて
    ～地下空間における災害
時対応と今後の取組～

よりよい都市の発展に期待で
きる大深度地下の有効利用

環境と共生できる地下空間を
めざして

地下空間整備と公民協働
    －夢のある地下空間を目
指して－

動きはじめた大深度地下利
用―この10年を振り返って―

時代の求める地下空間とは
  －パブリックデザインとして
の地下利用－

パネルディ
スカッション

世界に挑む日本の技術
 －成長戦略と地下との関わ
り－

安全・安心な社会の形成に向
けて
～巨大災害に対する地下空
間の役割～

安全・安心な社会の形成に向
けて
    ～大規模水害に対する地
下空間の現状と課題～

安全・安心な社会の形成に向
けて
～社会レジリエンス向上に向
けた地下空間の可能性～

地下空間の未来
  ～20年を振り返って　より安
全により便利にもっと身近に
～

安全・安心な社会の形成に向
けて
    ～利用者の多様化と増加
に対応した人にやさしい地下
空間～

パネルディ
スカッション
ポスターセッ
ション

安全・安心な社会の形成に向
けて
 ～地下空間の維持更新と機
能向上～

安全・安心な社会の形成に向
けて
～都市機能の向上を目指し
た地下空間ネットワークの形
成～

パネルディ
スカッション
ポスターセッ
ション

パネルディ
スカッション

パネルディ
スカッション

パネルディ
スカッション

パネルディ
スカッション

パネルディ
スカッション

＜基調講演＞（国交省技術審議官）徳永幸
久
　　　　　　「人にやさしい地下空間のあり方」

＜基調講演＞(国交省技術審議官）廣瀬
隆正

　　　　　　「都市再生と地下空間利用」

＜基調講演＞（国交省技術審議官）徳永幸
久
「次世代に向けた持続可能な地下空間のあ
り方」

パネルディ
スカッション

パネルディ
スカッション

ポスターセッ
ション

パネルディ
スカッション
ポスターセッ
ション

パネルディ
スカッション
ポスターセッ
ション



 

  

５． 土木学会全国大会での活動 
2020年9月9日～11日にかけて，土木学会全国大会が開

催された．本来であれば，名古屋工業大学に集って開催

される予定であったが，今年度はコロナ禍の影響を受け

てオンラインで実施された．地下空間研究委員会は共通

セッション地下空間の多角的利用を主催した．なお，今

年は，研究討論会も開催される予定であったが，様々な

状況を鑑みて取りやめとなった．来年度の土木学会では

研究討論会の実施を目指し調整している． 

 
(1) 共通セッション 

「地下空間の多角的利用」をテーマに実施され，表-2

に示す9編の発表があった．座長は，福岡大学の橋本彰

博氏（防災小委員会委員）である． 

セッションでは，投稿論文と発表PDFが準備され，チ

ャット機能を用いた質疑・応答が行われた．津波災害，

洪水災害による地下鉄の浸水被害や，避難シミュレーシ

ョン，実務的な防災・減災の課題，地下街や地下トンネ

ルにおける漏水対策，大谷採石地下空間における地震お

よび避難心理の評価，バーチャルリアリティシステムを

用いた火災時避難の検討，地下街の大規模リニューアル

の実施報告など，多岐にわたる内容であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．普及活動 
 委員会では，これまで地下空間に関する様々な活動を

通して，地下空間の有用性や利便性だけでは無く，地下

空間の抱える問題点などについても幅広く外部に発信し

てきた．今年もこれまで通り様々な媒体を通して地下空

間の有効活用に関わる普及啓蒙活動に力を注いでいる． 

2020年に実施した主な活動として，以下に，現場見学

会，各種マスコミへの協力などを紹介する． 

 

(1) 夏休み親子見学会 

 今年はコロナ禍の影響を受けて，残念ながら中止とな

ったが，ここでは，2007年度より実施している，小学生

を対象とした「夏休み親子見学会」の状況を示す．写真

-1は，昨年度，大阪で行われた親子見学会の様子である． 

単なる地下構造物や箱ものの見学会とならないよう，地

下空間が持つ有用性や利便性，地下空間の改善すべき点，

将来どのようなものが地下に設けられたら便利かなどを

クイズ形式で答えたり，親子で検討するなど，自ら参加

して自ら地下を知る形を取っている．見学会の最後に参

加者全員に「地下空間こども博士」の称号を授与し，賞

状と記念バッチを贈呈している．毎年見学会成果を夏休

みの自由研究に役立ててもらうことも期待して情報提供

を行っている．今後も将来の日本を背負う子供たちを対

象に，関東，関西両地区での親子見学会開催を継続する

予定である． 

昨年度の実施例： 

（関東地区） 

開催日時：2019年8月3日（土） 13:00～16:30 

実施場所：東京駅北通路周辺整備工事 工事現場 

参加者： 親子12組30名 

（関西地区） 

開催日時：2019年8月1日（木） 13:00~16:30 

実施場所：大阪駅東海道線支線地下化・新駅設置工事 

     工事現場 

参加者：親子13組31名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  出版社への協力 

 地下への関心の増大に伴い，地下を取り上げた各種メ

ディア報道が数多く登場している．相乗効果で地下空間

が一般市民にとってさらに身近な存在となり，マスコミ

の地下に関わる協力依頼がますます多くなっている．当

委員会はこれらの依頼に対して積極的に協力することに

より，間接的に地下空間の普及に貢献してきた． 

 

表-2 共通セッションの状況 

写真-1 親子見学会（大阪）全体集合写真（2019年実施） 

CS-17                                                                 　地下空間の多角的利用 / 座長：橋本彰博

番号 題名 発表者

CS17-
01

南海トラフ巨大地震に伴う津波による大阪市の地
下鉄駅軌道内の浸水解析

関西大学［学］庄田侑平・石垣泰輔・
尾崎　平・安田誠宏

CS17-
02

名古屋における地下鉄の浸水の危険度評価と復
旧対策に関する検討

テイコク［正］野澤智己・村瀬将隆・佐
藤大介・武田　誠・松尾直規

CS17-
03

避難シミュレーションによる地下空間の浸水対策の
検討

関西大学［正］尾崎　平・河南友也、
石垣泰輔・戸田圭一

CS17-
04

地下街が取り組んでいる防災・減災とこれからの課
題への対応

日建設計シビル［正］大森高樹・小野
栄子・河野正雄

CS17-
05

地下空間施設における自己治癒材を用いた漏水
対策

CORE技術研究所［正］小掠紀彦・大
森高樹

CS17-
06

廃道トンネルを利用したトンネル覆工の漏水量変
化と降水量の調査事例

寒地土木研究所［正］ 岡崎健治・大
日向昭彦・倉橋稔幸

CS17-
07

大谷採石地下空間の地震応答と避難意識につい
て

宇都宮大学［正］清木隆文・土屋友梨
珠・呉伝涛

CS17-
08

直感的に操作できるバーチャルリアリティシステム
による火災時の人の行動特性の解明

日建設計シビル［正］小野栄子・棚橋
重仁・田部田晋・大森高樹

CS17-
09

老朽化した地下街のスケルトン化による大規模リ
ニューアル　－劣化状況と躯体補修の実施報告－

大阪地下街［正］井下泰具・中井亮太
朗・蒲地正光



 

  

a) 小学館の図鑑「もっと大図解」監修 

小学生向け専門図鑑の「もっと大図鑑」編集に関して，

委員会メンバーによりマンホール部分の内容について監

修を行った．現在内容編集中につき，発行日程は未定で

あるが，引き続き委員会で対応予定である． 

 

b) ミネルヴァ書房，日本の地下街執筆協力 

 人文・社会科学・学術専門書等を手がける「ミネルヴ

ァ書房」が，シリーズとして出版している「シリーズ・

ニッポン再発見」の一環として，地下街を題材にした書

籍を出版することに対し，土木学会に執筆者紹介依頼が

あり，当委員会委員である粕谷氏が執筆することとなり，

現在執筆活動を行っている． 

 シリーズとしては，「日本のダム美」「鉄道とトンネ

ル」「日本の橋」「タワー」「マンホール」など，土木

を題材にしたものが多い中，今回は地下街に焦点を当て，

地下街の歴史や種類，特徴をはじめ，防災面までも網羅

した書籍になる予定である． 

 

c) 図鑑『もののしくみ』への協力 

 学研プラスか発行予定の図鑑「もののしくみ」への協

力依頼があり，マンホールの下のしくみ（おもに下水

道）と，見開きコラム「見てみよう 地下には何があ

る？」に関して資料提供および情報提供を行った．当委

員会では，土木学会を通じて依頼があった場合，委員で

協議して，可能な限り対応している． 

 

７． セミナー等の開催 
委員会が調査研究活動の中で得られた知見や成果を広

く一般に開示する場として「セミナー，研修会等」の開

催を積極的に行っている．セミナーは維持管理，防災，

心理の小委員会を中心に実施しており，今後も引き続き

全国各地での実施を目指し進めていく予定である．本年

度は，新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から，

当委員会では対面の講習会は行わず，積極的にオンライ

ン講習会を企画・運営してきた．各小委員会で開催され

たセミナーの概要を次に示す．これらのセミナーには多

くの皆様に参加いただきました．この場をお借りして，

御礼申し上げます．また，セミナー運営にあたり，小委

員会の幹事をはじめ多く方のご尽力を受けましたことを

ご紹介するとともに，改めて感謝申し上げます． 

 

(1) 維持管理・防災ジョイントセミナー 

日時：2020年10月5日(月)13:30－17:10 

参加者：議論参加型：60名，聴講型：257名 

話題提供者： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会紹介および趣旨説明：木村定雄（金沢工業大学） 

都市地下空間管理の現状と課題： 栗本太朗（静岡市） 

地下インフラ施設の維持管理の現状： 

木原晃司（東京ガス） 

法的視点からみた土木技術者責任： 

松田貞則（日本工営） 

地下浸水時の避難に関する実験的検討： 

馬場康之（京都大学） 

地下空間を有する都市の浸水に関する数値解析的検討 

               武田 誠（中部大学） 

 

(2) 第11回 維持管理セミナー －トンネル点検実務の

現状と展望－ 

日時：2020年11月13日(金)13:15－17:00 

参加者：議論参加型：75名，聴講型：347名 

委員会紹介および趣旨説明：木村定雄（金沢工業大学） 

土木学会インフラ健康診断（道路部門：トンネル）の概

要 －５年一巡後のトンネル定期点検結果の分析－： 

林 久資（山口大学） 

定期点検要領改訂に関する解説（トンネル）： 

               太田裕之（応用地質） 

トンネル点検の新技術：  

土門 剛(中電技術コンサルタント) 

山口県における道路トンネル点検の現状および今後の課

題：              蔵重聡志（山口県） 

 

(3) 第8回人にやさしい地下空間セミナー －地下空間

と空気環境－ 

日時：2020年12月16日(水)17:00～19:00 

参加者：議論参加型：29名，聴講型：93名 

開催概要：      岩崎裕直（仙台市建設公社） 

地下空間の空気環境 

新型コロナウイルス感染症と空調・換気の現状と課題：

柳 宇（工学院大学） 

 

図-4 図鑑「もっと大図鑑」のイメージ 



 

  

(4) コロナ禍における地下街の状況に係るアンケート調

査 

新型コロナウィルスに関わる影響により，地下街の運

営は困難な状況にあると推察されます．当委員会ではコ

ロナ禍における課題解決のための情報収集を目的に，ア

ンケート調査を行いました．アンケート配信にご協力い

ただいた国土交通省都市局および地方自治体の関係者の

皆様とご回答いただいた地下街管理者の皆様にはこの場

をお借りして御礼申し上げます．また，得られた成果は，

今後の検討資料として活用させていただき，学会ホーム

ページなどで公開したいと考えています． 

 

８． まとめ 
 地下空間研究委員会の設置から既に26年が経過したが，

その間わが国の地下空間利用を取り巻く環境は大きく変

わってきている．大深度法や新バリヤフリー法などの法

整備等により，地下空間整備自体の方向性も大きく変わ

った．また近年では，地下開発の枠にとどまらず，地上，

周辺ビルを含め，地区全体をエリアとして捉えたまちづ

くりが進められ，従来の地下空間を大きく超えた計画・

開発が進められている．その一方で，近年，日本各地で

水害に代表される自然災害が頻発しており，防災面の検

討は非常に重要となっている．さらに，今年度は，新型

コロナウィルスにより社会が一変し，地下空間もその影

響を強く受けている．人が集い活動する地下空間におい

て，人の心理的な安全・安心を十分に注意する必要があ

る．そして，都市インフラが抱える老朽化は顕在化して

きており，トンネルや地下空間における維持管理は重要

な課題である．本委員会では，これらの多様な課題に対

して，各小員会が精力的に検討を進め，課題解決および

提言を目指して，取り組みを深化して行きたいと考えて

いる． 

 当地下空間研究委員会は，セミナーや見学会を通じて

調査研究活動で得られた知見を広く一般に公開すると共

に，問題点や解決策などを積極的に関係各所に提案する

ことを通じ，安全安心な社会形成の一助となるべく，今

後も調査研究活動を継続していきたい． 

 
 


